
名古屋大学福和研究室

長周期地震動と建築物応答

131014 南海トラフ広域地震防災P・地域連携減災研究

名古屋大学減災連携研究C 福和伸夫
名古屋大学福和研究室

固有周期 / s

擬
似

速
度

応
答

ス
ペ
ク
ト
ル

/ c
m
 s‐

1
( h

= 
5%

 )

NS

KiK‐net 此花

K‐NET 名古屋）

K‐NET 新宿

K‐NET 仙台

東北地方太平洋沖地震

短周期
長周期

長周期の
変位は減
衰しにくい

名古屋大学福和研究室

建物周期・減衰と建物高さ
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スウェイばねによる減衰
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Sin波に対する応答スペクトル
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Sin波と建物の振動数の比 Sin波と建物の振動数の比

Sin波の波数

減衰の小さい建物は波が繰り返すと揺れが増大（継続時間）
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